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ま ち の わ だ い

▲根岸教授の公開講座 ▲意見交換 ▲宮崎大学にて

　氷川町の将来を担う子どもたちの人材育成を目的に、毎年交流のある宮崎大学地域資源創成学部
においてジュニアリーダー県外研修を実施しました。
　研修では大学教授からの公開講座があり、人口減少が進むと経済はどうなるのかについて、参加
者で話し合いました。また大学生からは、地域に出て行き、地域課題の解決に向けた実践型インタ
ーン活動の発表があり、交流を図りました。
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20 ジュニアリーダー県外研修in宮崎大学

▲町長表敬訪問 ▲ワークショップで意見交換 ▲グループ毎に発表

　全国から大学生が集まり、地域づくりインターンが開催されました。その一環で、８月26日（月）
には町職員と「ふるさと納税から関係人口を創出」をテーマにワークショップを行いました。「新
商品のサンプルモニターになってもらおう」、「寄附者同士のパーティーを開催しよう」、「移住体験
住宅に宿泊して農業体験をやってもらおう」などの提案がありました。ふるさと納税寄附者に氷川
町を盛り上げてもらうためのアイデアがたくさん生まれました。

町職員とインターン生との意見交換会

▲優勝した泉チーム▲参加学生での記念写真

　氷川町および八代市において、第８回氷川流域連携・全国大学生政策アカデミーが開催されまし
た。本アカデミーは全国から集まった大学生が、氷川流域の４地区（泉・東陽・氷川・鏡）の特色、
現状、課題などを調査し、地域活性化を図る政策をまとめ提言するものです。学生たちは朝早くから
夜遅くまで討論、アイデアを練り、課題解決策をまとめました。最終日は、審査員を前に発表会が行
われ、「まちつくり酒屋をゲ
ストハウスとして活用したら
どうか」、「鏡町の宝である
水路を活かし子どもたちと地
域が関わる機会を増やしたら
どうか」、「観光客にＳＮＳ
を使って泉町をＰＲしてもら
おう」などの提案があり、ど
れも素晴らしい発表でした。
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大学生と交流しました！
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～
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「道の駅」竜北ウォーキング２０１９の参加者募集！「道の駅」竜北ウォーキング２０１９の参加者募集！
　今年も「道の駅」竜北ウォーキングを開催します。スタートとゴールは竜北公園で、町内外の多く
の人に楽しんでいただけるように２コースを用意しました。
　皆さまのお越しをお待ちしております。

◆日　　時　11月２日（土）10時開会
◆場　　所　竜北公園スタート・ゴール
◆コ ー ス　①「野津古墳群経由ふるさと自然のみち」10.5km
　　　　　　②「宇城氷川スマートIC経由ふるさと自然のみち」5.0km
◆参 加 費　大人 1,000円　　高校生以下 500円
◆応募方法　申込用紙または電話
◆申込期限　10月18日（金）

「氷川っ子」地域の中で大活躍！！
　コミュニティ・スクールとしての活動を通して、地域の人たちに育てられている氷川っ子。学校の
外でも地域活性化のため大活躍中です！

①納涼祭（７月29日）
　宮原のまちなかを踊りながら練り歩き、地域に元気をくれました。町内の子ども会、氷川スポー
ツクラブのメンバー、ジュニアリーダー、そして中学生は部活動ごとにチームを組んで、参加しま
した。

②地蔵祭り（８月24日）
　小学生と中学生がソーラン節を披露。夏休みを利用して中学生
から教えてもらった小学生も、とても上手に踊ることができまし
た。その素晴らしい踊りに地域の皆さんも感動し、アンコール。
「氷川っ子」が会場をぐるりと囲んで、それに応えてくれました。
　その他にも、龍峯小学校区の夏祭りへ龍峯小学校の卒業生を中
心に結成したソーラン隊が参加して踊りを披露しました。龍峯校
区の皆さんも、子どもの成長ぶりに感動されていました。
 地域みんなで家庭教育支援
　竜北西部小学校では、コミュニティ・スクールの取組みの一環と
して、子育てサロン「竜西かたらん会」が開催されています。コミ
ュニティ・スクール委員が学校、家庭、地域の仲を取り持ち、子育
ての悩みなどを語り合う場として、楽しい時間が共有されています。
　子育ては大変だと言われます。一人で悩まずに、いろいろな人の
体験談を聞いたり、先輩からアドバイスをもらったりすることで、
よりよい子育てが可能になります。
　「地域の子どもは地域で育てる」を合言葉に、地域全体で「氷川
っ子」の未来を育んでいます。

▲ 中学生がソーラン節を教えました

▲ 子育てサロン「竜西かたらん会」

【お問い合わせ】学校教育課　学校教育係　☎52-5859

【お問い合わせ】　地域振興課　地域振興係　☎62-2311

地域とともにある学校づくり ～コミュニティ・スクールの取組み～


